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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成28年7月28日(2016.7.28)

【公表番号】特表2016-514202(P2016-514202A)
【公表日】平成28年5月19日(2016.5.19)
【年通号数】公開・登録公報2016-030
【出願番号】特願2015-556580(P2015-556580)
【国際特許分類】
   Ｃ２３Ｃ   2/06     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ   2/40     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ   2/28     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  18/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２３Ｃ    2/06     　　　　
   Ｃ２３Ｃ    2/40     　　　　
   Ｃ２３Ｃ    2/28     　　　　
   Ｃ２２Ｃ   18/04     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年6月8日(2016.6.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属シート（１）であって、ＡｌおよびＭｇを含む金属コーティング（７）によってコ
ーティングされる少なくとも１つの面（５）を有する基材（３）を備え、
　金属コーティング（７）の残りの部分が、Ｚｎ、避けられない不純物、および場合によ
って含まれるＳｉ、Ｓｂ、Ｐｂ、Ｔｉ、Ｃａ、Ｍｎ、Ｓｎ、Ｌａ、Ｃｅ、ＣｒもしくはＢ
ｉから選択される１つ以上のさらなる元素であり、金属コーティング（７）中のさらなる
成分のそれぞれの重量基準での含有量は、０．３％未満であり、金属コーティング（７）
は、重量基準でのアルミニウム含有量ｔＡｌが３．６％から３．８％であり、重量基準で
のマグネシウム含有量ｔＭｇが２．７％から３．３％であり、
　金属コーティング（７）は、Ｚｎ／Ａｌ／ＭｇＺｎ２の三元共晶の層状マトリックス（
１３）を含む微細構造を有し、
　未加工の状態でコーティング（７）の外側表面（２１）での累積的な表面含有量が無い
かもしくは５．０％以下のＺｎ樹枝状結晶（１５）、
　未加工の状態でコーティング（７）の外側表面（２１）での累積的な表面含有量が無い
かもしくは１５．０％以下の二元共晶Ｚｎ／ＭｇＺｎ２花状部（１７）、
　未加工の状態でコーティング（７）の外側表面（２１）での累積的な表面含有量が無い
かもしくは１．０％未満の二元共晶Ｚｎ／Ａｌ樹枝状結晶、
　未加工の状態でコーティング（７）の外側表面（２１）での累積的な表面含有量が無い
かもしくは１．０％未満のＭｇＺｎ２島部を含む、金属シート。
【請求項２】
　マグネシウム含有量ｔＭｇが、２．９％から３．１％である、請求項１に記載の金属シ
ート。
【請求項３】
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　重量比Ａｌ／（Ａｌ＋Ｍｇ）が、０．４５以上である、請求項１または２に記載の金属
シート。
【請求項４】
　微細構造が、二元共晶Ｚｎ／Ａｌの樹枝状結晶を含まない、請求項１から３のいずれか
一項に記載の金属シート。
【請求項５】
　微細構造が、ＭｇＺｎ２の島部を含まない、請求項１から４のいずれか一項に記載の金
属シート。
【請求項６】
　未加工の状態でコーティング（７）の外側表面（２１）にある二元共晶Ｚｎ／ＭｇＺｎ

２花状部（１７）の累積的な表面含有量が、１０．０％未満である、請求項１から５のい
ずれか一項に記載の金属シート。
【請求項７】
　未加工の状態でコーティング（７）の外側表面（２１）にある二元共晶Ｚｎ／ＭｇＺｎ

２花状部（１７）の累積的な表面含有量が、５．０％未満である、請求項６に記載の金属
シート。
【請求項８】
　未加工の状態でコーティング（７）の外側表面（２１）にある二元共晶Ｚｎ／ＭｇＺｎ

２花状部（１７）の累積的な表面含有量が、３．０％未満である、請求項１から７のいず
れか一項に記載の金属シート。
【請求項９】
　未加工の状態でコーティング（７）の外側表面（２１）にあるＺｎ樹枝状結晶（１５）
の累積的な表面含有量が、２．０％未満である、請求項８に記載の金属シート。
【請求項１０】
　未加工の状態でコーティング（７）の外側表面（２１）にあるＺｎ樹枝状結晶（１５）
の累積的な表面含有量が、１．０％未満である、請求項９に記載の金属シート。
【請求項１１】
　微細構造が、三元共晶（１３）のみからなる、請求項１０に記載の金属シート。
【請求項１２】
　金属コーティング（７）が、少なくとも塗料層および／または油層で覆われている、請
求項１から１１のいずれか一項に記載の金属シート。
【請求項１３】
　請求項１から１２のいずれか一項に記載の金属シート（１）を製造する方法であって、
　この方法が、少なくとも、
　鋼鉄の基材（３）を与える工程と、
　浴中で基材（３）を焼入れすることによって、少なくとも１つの面（５）に金属コーテ
ィング（７）を堆積させ、基材は、浴の入口での浸漬入口温度Ｔｉが、
　（２．３４×ｔＡｌ＋０．６５５×ｔＭｇ－１０．１）×１０－６≦ｅｘｐ（－１０５
８４／Ｔｉ）
　であり、Ｔｉがケルビン温度である工程と、
　金属コーティング（７）を固化する工程とを含む、方法。
【請求項１４】
　固化の開始と固化の終了の間のコーティング（７）の冷却速度が、１５℃／ｓ以上であ
る、請求項１３に記載の生産方法。
【請求項１５】
　固化の開始と固化の終了の間のコーティング（７）の冷却速度が、２０℃／ｓ以上であ
る、請求項１４に記載の生産方法。
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